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アルツハイマー病の早期スクリーニングのための 
脳内アミロイドベータ蓄積予測モデルを開発 

― かかりつけ医による日常診療で収集可能なデータを用いた機械学習モデル ― 
 
 
国立大学法人大分大学（以下 大分大学）、エーザイ株式会社（以下 エーザイ）は、このたび、

年齢・性別・喫煙歴・既往歴などの背景データ、一般血液検査データおよびMMSE（注1）の各
項目を組み合わせた、脳内のアミロイドベータ（Aβ、注2）蓄積を予測する機械学習モデルを開
発したことをお知らせします。本モデルにより、かかりつけ医による日常診療の中でアルツハイ
マー病（AD、注3）の重要な病理である脳内Aβの蓄積を予測し、簡便なADの早期スクリーニン
グが可能になると期待されます。 
なお、この内容は2025年1月21日に査読付学術専門誌であるAlzheimer's Research & Therapy 

誌オンライン版に掲載されました。 
 
現在、脳内のAβ蓄積は、陽電子放出断層撮影（アミロイドPET、注4）や脳脊髄液検査（CSF

検査、注5）で検出することができますが、高額な検査費用や身体への侵襲性などが課題とされ
ています。そのため、近年ではより簡便なスクリーニング法として、さまざまなAD関連の血液
バイオマーカーに関する研究が数多く行われています。しかし、日常診療データによる脳内Aβ
蓄積の予測性能を評価した研究はほとんどありません。本研究は、認知症診療で日常的に収集さ
れる年齢・性別・喫煙歴・既往歴などの当事者様の背景データ、腎機能・肝機能・甲状腺機能な
どの一般血液検査データ、MMSEの各項目からなる34項目の臨床データを使用して、アミロイ
ドPET陽性を予測する機械学習モデルを開発した初めての研究となります。予測モデルの評価指
標であるArea Under the Curve（AUC）は、背景データ、一般血液検査データを組み合わせたモ
デルでは0.70、背景データ、一般血液検査データ、MMSEの各項目を組み合わせたモデルでは
0.73であり、一定の予測精度があることが確認されました。 

 
抗 Aβ抗体は、AD のより早期の段階で治療を開始することでより大きなベネフィットを得ら

れる可能性が示されており 1、脳内の Aβ蓄積をより早期に検出することが重要となります。今
回開発した機械学習モデルは、日常診療の中で収集可能な臨床データを使用して脳内 Aβ蓄積を
予測することができるため、かかりつけ医による ADの早期スクリーニングに広く利用可能とな
ることが期待されます。アミロイド PET や CSF検査の要否判断に活用されることで、AD の早

https://alzres.biomedcentral.com/articles/10.1186/s13195-024-01650-1


 

期段階での診断や治療開始、ならびに当事者様の経済的および身体的な負担の軽減につながる
ことが期待されます。 

 
 

【用語解説】 
（注1） MMSE（Mini-Mental State Examination）：認知機能を評価するための方法。見当識、

記銘、注意・計算、遅延再生、呼称、復唱、理解、読字、書字、図形模写の項目から
構成され、30~0点（正常→重度）の範囲で評価する。 

（注2） アミロイドベータ：アルツハイマー病の原因と考えられるタンパク質であり、発症の
約 20年前から脳内に蓄積し、老人斑を形成する。 

（注3） アルツハイマー病：認知症の原因として最も頻度の高い疾患であり、老人斑、神経原
線維変化、神経細胞死を病理学的特徴とする。 

（注4） アミロイド PET：脳内 Aβ蓄積を可視化する脳画像検査である。 
（注5） 脳脊髄液検査：脳脊髄液を採取し分析する検査であり、アルツハイマー病のバイオマ

ーカーとして Aβ42、リン酸化タウ、総タウがある。 
 
 
研究の背景 
超高齢化社会を迎えた我が国においては 65歳以上の認知症当事者様数は増加傾向にあり、認

知症の原因で最も頻度の高い AD に対する新たな治療薬の開発は喫緊の課題となっています。
ADにおいて、脳内 Aβ蓄積は発症に先行して起こる病理学的な出来事です。抗 Aβ抗体は、AD
のより早期の段階で治療を開始することでより大きなベネフィットを得られる可能性も示され
ており 1、脳内の Aβ蓄積をより早期に検出することが重要と考えられます。検出には、アミロ
イド PET をはじめとする AD 診断に有用な画像または体液バイオマーカーが用いられますが、
侵襲性やコストに課題があります。 
そのため、より簡便なスクリーニングツールとしてこれまで多くの機械学習を用いた脳内Aβ

予測モデルが開発されてきましたが、画像データや ApoE遺伝子型などの通常の臨床診療では測
定されないマーカーが組み込まれていました。本研究は、認知症診療で日常的に収集される当事
者様の背景データと一般血液検査データの結果のみを使用して、アミロイド PET 陽性を予測す
る機械学習モデルの開発を試みた初めての研究となります。 
 
研究の成果 

2012 年 9 月～2017 年 11 月までの大分大学医学部附属病院受診者のデータ、および 2015 年
10 月から 2017 年 11 月までの大分県臼杵市で実施した地域在住の認知症ではない 65 歳以上の
高齢者を対象とした前向きコホート研究（USUKI STUDY）のデータを利用しました。軽度認知
障害または認知機能正常者の 262名（男性 136名、女性 126名、平均年齢は 73.8歳）の年齢・



 

性別・喫煙歴・既往歴（高血圧、脂質異常症、心疾患、脳卒中、糖尿病、甲状腺疾患）などの 12
項目の当事者背景、腎機能・肝機能・甲状腺機能等の 11項目の一般血液検査、11項目のMMSE
の各項目を組み合わせて、サポートベクターマシン、Elastic Net、L2正則化ロジスティック回
帰の 3 つの機械学習技術を用いて予測モデルを構築し、その性能を評価しました。L2 正則化ロ
ジスティック回帰を用いたときの予測性能について、当事者背景とMMSEの各項目を組み合わ
せたモデル、または当事者背景と一般血液検査を組み合わせたモデルでは、AUC はいずれも 0.70
となり、同程度の性能が示されました。また、それらを組み合わせたモデル（当事者背景・一般
血液検査・MMSEの各項目）では、AUC は 0.73となり、性能が向上しました。さらに、Aβ蓄
積の予測に寄与する重要な因子を解析したところ、MMSE の各項目の中の遅延再生と場所の見
当識、年齢、甲状腺刺激ホルモン、平均赤血球容積が特定されました。 
 
論文  
英文タイトル：Machine learning models for dementia screening to classify brain amyloid 
positivity on positron emission tomography using blood markers and demographic 
characteristics: a retrospective observational study  
和訳：血液マーカーと人口統計学的特徴を用いてアミロイド PET における脳アミロイド陽性を
分類する認知症スクリーニングのための機械学習モデル：後ろ向き観察研究 
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※ご取材の際には、事前に下記までご一報くださいますようお願い申し上げます。  
 
【研究に関するお問い合わせ先】 
大分大学医学部神経内科学講座 准教授 木村 成志（きむら のりゆき） 
TEL：097-586-5814 FAX：097-586-6502 
Email：naika3@oita-u.ac.jp 
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